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  Understanding of the local feature constitutes the basis of 
town planning.  Analyses of topography, history, social 
statistics, urban morphology, and observations from field 
surveys are generally executed and combined to investigate 
the characteristics of the neighborhood.  However, 
appropriate methods could be different depending on the 
site and purpose of the utilization of the result.   
  In this research, we investigate a residential area in Kobe 
city as a case study to find out the local features.  The 
target area of the investigation had been developed in 
1960s to provide new housing lots.  The houses and 
apartments built in the period are decrepit today, and they 
need to be rebuilt or renovated.  After investigation, we 
examine the appropriateness and effectiveness of the 
methods used in the process of identifying local features.  
  As a result, it was affirmed that not only to use ordinary 
methods but also to incorporate the findings from the site to 
the analysis methods is important in order to comprehend 











































































































































図 2	 神戸市(左)および須磨区(右)の人口と世帯数の推移 7) 













H02 1,477,410 169,316 530,063
H07 1,423,792 192,703 534,417
H12 1,493,398 252,427 604,290
H17 1,525,393 305,301 639,480
H22 1,544,200 354,218 684,183
須磨区の人口および世帯数の推移
人口総数 65歳以上 世帯数
H02 188,119 18,179 62,394
H07 176,507 20,933 61,798
H12 174,056 28,647 67,114
H17 171,628 35,749 68,794
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図 3	 緑と水系 
4-2	 地	 形 
 















	 下の図は、1961 年 5 月 14 日に撮影された航空写真に
現在の道路網を重ねて表示したものである。 
 


























以内に制限された第 1 種低層住居専用地域（第 1 種高度
地区、容積率 150％、建ぺい率 60％）に指定されている。 
	 また、それを取り囲む地域は、建物の高さが 20m 以内
に制限された第 1種中高層住居専用地域（第 3高度地区、
容積率 200％、建ぺい率 60％）に指定されている。 
 













図 7	 モザイク状の環境構造 
	 受託研究の依頼者である不動産会社への聞き取りによ























神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 2 」 （ 論 文 ） 
 
 
図 8	 町丁目別人口	 
② 15歳未満人口の割合 
	 平成 17 年の国勢調査における神戸市の 15 歳未満人口
の割合は 13.2%であった。これに対して、第 1種低層住 
 







































図 11	 20-24歳男性人口 
5-2	 町丁目別世帯状況 
①世帯総数 



































神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 2 」 （ 論 文 ） 
 
 
図 13	 1世帯あたりの住宅延べ面積 
 



















































	 以上 5-1から 5-4で示した各区域における人口・世帯・
住宅種別の状況から、共通した特徴を持つ区域（町丁目）




















































図 16	 人口・世帯・住宅種別からみた区域特性の分布図 
 
6	 人々の関わりが生み出したまちの特性 























写真 1	 付加されたデッキ	 	 写真 2	 パイプ構造のベランダ 


























神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 2 」 （ 論 文 ） 
 
 





写真 5	 住宅地図掲示板	 	 	 写真 6	 ゴミ捨て場所表示板 





	 写真 7	 道路脇のプランター	 	 	 	 写真 8	 生け垣 




























図 17	 本調査の範囲 10) 












神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 2 」 （ 論 文 ） 
 
 






























図 19	 [A植栽]の代表例 





































図 21	 [B家具と物]の代表例 








図 22	 [B家具と物]の分布 
6-6	 [C建築化された外部]の事例と分布 














































図 25	 [D掲示物]の代表例 
 





神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 2 」 （ 論 文 ） 
 
の 3種類の要素とは異なっている。 





































図 28	 諸要素の分布と環境構造 















神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 2 」 （ 論 文 ） 
 
 









































































































































6) 「神戸市都市計画マスタープラン」（平成 23 年 3 月、
神戸市）掲載の都市構造図をもとに作成。 
7) 各年の国勢調査の結果をもとに作成。 
8) 国土地理院「国土変遷アーカイブ」所収の航空写真を
もとに作成。 
9) 第 6章の調査は、神戸芸術工科大学環境・建築デザイ
ン学科川北研究室、杉原静が卒業研究の一環として行い、
「住み手が作り出すまちの形と魅力に関する研究」（2010
年度卒業論文）にとりまとめている。本論文ではその調
査データを再編集して用いている。図 18も杉原が作成。 
10) 図 17の濃い赤色の部分は、受託研究の依頼者である
不動産会社の所有物件を示している。 
